発障埼協第８３－２号
平成２３年１月２１日
各　　位

埼玉県発達障害福祉協会

会　長　長　岡　　均　

平成２２年度実践交流会の開催について（通知）

　時下、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。

　このたび、標記研修会を別添開催要領のとおり、開催することといたしました。

　つきましては、御多忙のところ誠に恐縮に存じますが、開催趣旨を御理解いただき、貴施設職員への周知及び参加について、御配意くださるよう宜しくお願い申し上げます。

なお、下記事項に御留意の上、お申込みくださいますようお願い申し上げます。
記

１　日時　平成２３年２月２５日（金）　９：１５～１７：００

２　会場　彩の国すこやかプラザ　２階研修室ほか

　　　　　さいたま市浦和区針ヶ谷４－２－６５　電話０４８－８２２－１１９１

３　申込方法

· 別紙「参加申込書」に必要事項を記入の上、下記までお申し込みください。

· 定員を超えた場合は調整をさせていただく場合があります。

なお、２月１８日（金）までに事務局より連絡がない場合は、ご参加いただけます。

４　申込期限　　　２月１４日（月）

５　問合せ先

　　　　　埼玉県発達障害福祉協会　事務局（担当　沼尾・鈴木）

　　　　　埼玉県社会福祉協議会施設業務課内　

さいたま市浦和区針ヶ谷４－２－６５　電話048-822-1191

埼玉県発達障害福祉協会
平成２２年度　実践交流会　開催要領
１　目　的　　本研修は、日々の取り組みについての実践報告及びグループ討議を通して、施設職
員の交流と利用者への支援力、実践力の向上を図ることを目的としています。
２　期　日　　平成2３年２月２５日（金）８：５０研修室前にて受付開始
３　会　場　　彩の国すこやかプラザ　研修室ほか
４　対象者　　埼玉県内知的障害児者施設等の職員、その他障害福祉関係職員　　　　
５　定　員　　6０名（申込多数の場合は、事務局にて調整させていただきます。）
６　日程及び内容
8:50 9:15  9:30　 11:00 11:10　12:10　13:00　14:00 14:10　 15:30  16:25 16:30　　　
	受付
	開会
	レポート
報告
①.②.③
	休憩
	レポート報告
④.⑤
	昼食
休憩
	レポート報告
⑥.⑦
	休憩

	グループ討議
	全体会 発表．
総括
	　　閉会
	レポート作成


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
コメンテーター・総括
　埼玉県発達障害福祉協会　副会長　内田富士夫　氏
レポート報告①～⑦については、レポート報告一覧をご参照ください。
※本年度は、７つのレポート発表を全て聴講し、その後、グループに分かれて討議を行います。
別紙レポート報告一覧より、参加したいグループ討議を選び、参加申込書に発表番号をご記入ください。ただし、希望のグループに入れるとは限りませんので、あらかじめご了承ください。
７　参加費　　埼玉県発達障害福祉協会　　会員　１，０００　円
〃　　　　　　非会員　２，０００　円
（受付時に納入していただきます。）
８　参加申込について
参加申込用紙に必要事項を記入の上、２月１４日（月）必着で本会事務局まで送付ください。
参加決定の連絡はいたしませんが、２月１８日（金）までに事務局より連絡がない場合はご
参加いただけます。
９　その他　　昼食は本会が用意します。
　　　　　　　駐車場は数に限りがございますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。
10　申込先　　埼玉県発達障害福祉協会　事務局　担当：沼尾・鈴木
　　　　　　　〒33０-8529さいたま市浦和区針ヶ谷4-2-65　彩の国すこやかプラザ　　　　　 　　TEL 048-822-1191  FAX 048-822-3078

埼玉県発達障害福祉協会
平成２２年度　実践交流会
参加申込書
　　月　　日申込
　　埼玉県発達障害福祉協会会長　様
施設種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　県発障協　（会員・非会員）どちらかに○　　　
　　　　　　　　　　　　担当者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
	氏　　名
	職　　名
	経験年数
（　年　ヶ月）
	グループ討議

	
	
	
	第１希望発表番号
	第２希望発表番号

	
	
	
	　　　　　　
希望　　　　　　　
	希望

	
	
	
	　　　　　　　
希望　　　　
	希望

	
	
	
	　希望
	希望


＊別紙レポート報告一覧より、参加したいグループ討議の希望を選び、発表番号をご記入ください（第２希望まで）。ただし、希望のグループに入れるとは限りませんので、あらかじめご了承ください。
＊経験年数は平成２３年２月現在でご記入ください。
お申込みは、２月１４日（月）までにお願いいたします。（ｆａｘ可）

　　本会のFAX番号と酷似した個人宅のFAXに、本会あての文書が届くというトラブル
　　が頻発しています。お手数をおかけいたしますが、FAXを送る際は必ず番号をお確
かめの上お送りくださるようお願いいたします。
ＦＡＸ ０４８－８２２－３０７８
埼玉県発達障害福祉協会事務局　（担当：沼尾あて）

レポート報告一覧（発表25分、質疑応答5分）
	発表番号
	テーマ
	発表の概要
	所属・報告者

	①
	「施設外就労を積極活用した就労移行支援・就労継続型支援について」
	障害者自立支援法により施設外就労（企業内授産）という形が可能になった。現在、当法人では４か所の施設外就労を行っており、今後も増加していく予定である。
	さやか　
田端　義郎さん

	②
	「知的障害者の就労活動における施設の取り組みと課題」
	就労活動の事例（成功、失敗）を通し、実際に行っている支援内容や働きかけ、今後の課題などについて
	上尾あゆみ会　
上平事業所　
阿部　久美子さん

	③
	「単身生活者に対する施設支援の難しさ～支援に拒否的な単身生活者への支援の難しさと支援者側からのアプローチについて～」
	けいわでの日中活動を利用しながら単身生活を送ってを送っている利用者への生活支援も含めた取り組みを２つの事例を中心に支援の経緯と見えてきた様々な課題について発表したい。
	久喜けいわ　
日下　喬史さん

	④
	質の高い商品作りを通して、メンバーへの仕事へのやりがい・成長を促し、街への関わりを広げる取り組み
	川口の観光みやげ品に推奨されている質の高いおいしいクッキーをメンバーと一緒にどのようにして作っていったか。そごう等で一般のお店と肩を並べての販売や川口の商店街にお店を構える等、どのようにして街に出て行ったか。またクッキー作りの技術をどう受け継ぎ、後輩に伝えていっているか等伝えられたらと思います。
	めだかすとりーむ
すいーつばたけ
小島知愛さん

	⑤
	「重症心身障害児施設における日中活動支援」

	当センターで行っている織物や絵画等の活動を通して自分らしさを表現することについて考えてみたいと思います。
	光の家療育センター　
丸山　明美さん

	⑥
	「こだわりの強いダウン症者の支援」

	登園拒否が1年ほど続き、家に帰れない日も出てきました。光の園に通えるようになるまでの支援と現在の支援について
	光の園　
福田　剛士さん

	⑦
	「Aさんへの支援について」
	自閉的な傾向があり拘りが強いＡさんに対する支援の経過と現状について
	ユーアイハウスおがの
山口　翔子さん


※参加したいグループ討議を選び、参加申込書に発表番号をご記入ください。ただし、希望のグループに入れるとは限りませんので、ご了承ください。
参加申込書の記載事項は、当会で出席や受講等の情報管理を行うこと、研修当日に配付する資料に参加者名簿として作成し配付すること以外の目的には使用いたしません。








